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第
５１
回
全
国
高
等
学
校
軟
式
野
球
選
手

権
大
会
で
、
見
事
全
国
制
覇
を
果

た
し
た
作
新
学
院
高
等
学
校
野
球

部
の
馬
場
達
也
さ
ん
、
大
島
成
幸

さ
ん
、
池
田
巧
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

３
人
と
も
作
新
学
院
高
等
学
校

の
２
年
生
で
、
小
学
校
３
年
生
か

ら
野
球
を
始
め
、
小
学
校
の
と
き

は
、
大
島
さ
ん
は
し
ら
さ
ぎ
ク
ラ

ブ
、
馬
場
さ
ん
、
池
田
さ
ん
は
上

三
川
ク
ラ
ブ
で
プ
レ
ー
を
し
て
い

ま
し
た
。
現
在
、
作
新
学
院
で
は

大
島
さ
ん
は
シ
ョ
ー
ト
、
馬
場
さ

ん
は
セ
ン
タ
ー
、
池
田
さ
ん
は
フ

ァ
ー
ス
ト
を
守
っ
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
で
は
、
全
試
合
無
失

点
で
、
見
事
優
勝
。
準
々
決
勝
で

は
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
を
達
成
し
、

「
守
備
を
し
て
い
る
と
き
に
は
緊
張
し
ま

し
た
。
で
も
、
決
勝
戦
が
一
番
辛
い
試
合

で
し
た
。」
と
馬
場
さ
ん
は
試
合
を
振
り

返
り
ま
す
。
相
手
チ
ー
ム
も
準
決
勝
を
ノ

ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
で
勝
ち
上
が
っ
て
き

た
チ
ー
ム
な
の
で
、
非
常
に
引
き
締
ま
っ

た
決
勝
戦
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
決
勝
戦

を
見
事
１
対
０
で
勝
っ
た
と
き
に
は
、

「
あ
ま
り
実
感
が
わ
か
な
か
っ
た
。」（
大

島
さ
ん
）、「
う
れ
し
く
て
泣
き
出
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。」（
馬
場
さ
ん
）、「
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。」（
池
田
さ
ん
）
と
優
勝
し

た
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

日
々
の
練
習
は
、
朝
７
時
か
ら
１
時
間

の
朝
練
と
、
夕
方
４
時
か
ら
８
時
ま
で
、

天
候
に
関
係
な
く
毎
日
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

練
習
は
３
人
と
も
「
辛
い
で
す
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
辛
く

厳
し
い
練
習
の
成
果
が
実
り
、
昨
年

の
国
体
出
場
か
ら
チ
ー
ム
は
公
式
戦

無
敗
を
続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

９
月
３０
日
か
ら
兵
庫
県
で
開
催
さ

れ
る
国
体
に
も
出
場
が
決
ま
っ
て
お

り
、
国
体
２
連
覇
へ
向
け
て
の
意
気

込
み
を
尋
ね
る
と
、「
や
る
だ
け
の

こ
と
を
や
る
だ
け
で
す
。」（
大
島
さ

ん
）、「
自
分
の
力
を
発
揮
で
き
れ
ば

良
い
。」（
馬
場
さ
ん
）、「
一
生
懸
命

や
る
だ
け
で
す
。」（
池
田
さ
ん
）
と

熱
い
思
い
を
言
葉
少
な
に
語
る
シ
ャ

イ
な
高
校
球
児
た
ち
で
し
た
。
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大
島

成
幸
さ
ん
（
石
田
上
坪
）

馬
場

達
也
さ
ん
（
上

町
）

池
田

巧
さ
ん
（
下
町
２
区
）広
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左から池田さん、馬場さん、大島さん

今月の農産物は、緑黄色野菜として人気の高
いブロッコリーを紹介します。
ＪＡうつのみやブロッコリー専門部会長の上

野敏光さんにお話を伺いました。
９月初旬に定植されたブロッコリーは、１０月

中旬から収穫の時期を迎えます。花のつぼみが
十分に発育して、ソフトボールぐらいの大きな
塊になった時が収穫の目安。契約出荷もしてい
る上野さんのお宅では、朝５時から収穫作業を
始め、午前１０時までに集荷場へ。その日のお昼
には、みずみずしい朝採りのブロッコリーとし
て店頭に並びます。日ごとに大きくなる花のつ
ぼみを確認しながら、収穫用の包丁を片手に、
これから１月まで作業に追われる忙しい日々が
続きます。
上野さんが本格的に農業を始めたのは３年前。

会社を退職した
のを機に、ご両
親からバトンタ
ッチされました。
農業の良さにつ
いて「種をまき、
作物が日々成長
するのを見なが

ら仕事ができ
ること、また
空気がきれい
なところもい
いですね。」
と話してくれ
ました。
ブロッコリ
ーは、緑黄色野菜の中でも群を抜いて栄養価の
高い野菜ですが、特にビタミンＡ、Ｃ、鉄、カ
ルシウムが豊富に含まれています。旬は秋から
冬にかけて、これからの時期が野菜本来の力を
発揮する時期。ブロッコリーは霜に当たったり、
低温の日が続くとつぼみが紫色になりますが、
これはポリフェノールの一種であるアントシア
ンというもので、抗酸化作用があるといわれて
います。上野さんも「茹でると緑色になります。
甘くておいしいですよ。」と教えてくれました。
これからの目標をお伺いすると「土づくりを
きちんとして、おいしい野菜を作ることです。」
と語る上野さん。自然と向き合いながら、丹精
込めたブロッコリーが、店頭に並ぶのももうす
ぐです。

上三川町ホームページ http : //www.town.kaminokawa.tochigi.jp E-mail webmaster@town.kaminokawa.tochigi.jp
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